
 
 
 
  

問題 

解決策 

牛肉加工メーカーは、より効率的な方法で食用牛の枝肉を冷却する必要がありま

した。枝肉を冷却する際、重量の減少と収縮を防ぐために、18～20時間にわたって

20万ℓ以上の冷水をスプレーします。従来のシステムでは枝肉を完全にカバーする

ことができず、冷却に時間がかかっていました。その結果、枝肉の量とサイズが減

少し、売り上げの減少にもつながっていました。さらに、スプレーシステムによっ

て発生する過剰なミストにより、レールや施設構造に氷が発生してしまう点も問題

となっていました。あちこちに氷が発生するため、冷却室を安全に運用できるよう

ノズルを頻繁にメンテナンスし、常時モニタリングする必要がありました。 

お客様は、冷却スプレーの効率を上げるため、枝肉を完全にカバーでき、メンテ

ナンスを減らすことのできるスプレーシステムを探していました。 

冷却室に設置されたノズルを ProMax® QuickJet®ノズルに変更しました。 フル

コーンスプレーノズルと広角フラットスプレーノズルを組み合わせて使用するこ

とで、ミスト飛散なく枝肉をすべてカバーし、枝肉を効果的に冷却します。第三者

機関による評価では、冷却時間が減少し、レールや冷蔵装置への氷の蓄積が大幅に

減少したことが確認されました。また、冷却過程における枝肉の減量が最小限に抑

えられていることも確認されました。 

スプレーノズルの入れ替えにより、 
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効果 

SDGs(Sustainability Development Goals:持続可能な開発目標)は、2015 年 9

月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 のアジェンダ」

に記載された 2030 年までの国際目標です。17 のゴール・169 のターゲットから

構成されており、国や企業に対し活動要請されています。当社は事業活動を通

じて SDGs の達成に向け貢献します。 

冷却時間が半分に短縮されたことにより、水の使用量が大幅に減少しました。

また、枝肉が収縮しにくいため生産量が向上しました。同社では 1日に平均

1,750 頭の牛を処理しており、各枝肉の重量は約 204 kg です。生産量が 2%増加

し、水の消費量が 44%減少したことで、1 日あたりの収益が約 406万円増加しま

した。さらに、年間合計 1620 万リットルを節水することで、お客様のサステナ

ビリティの取り組みを強化します。 
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製 品 紹 介 

ProMax QuickJet ノズル 

ProMax QuickJet ノズルはクイックコネクトデザインを搭載し、保守時間と

運営費の削減を実現。スプレーチップは素早く手で取り付け・取り外しがで

き、簡単にスプレーパターンの位置決めができるようになっています。 
 

スプレーパターンは、フラットスプレー、直進流、フルコーン、ホローコーンから

選べ、スプレー⾓度は 0°〜170°まで対応しています。材質はしんちゅう、ステ

ンレススチール、ガラス繊維入りポリプロピレンの ProMax®プロマックスからお選

びいただけます。 


